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とし、う内面の道を触発されたアクグステイヌスは、鵬転して＜魂＞へと目を転じこ その申に様々  

の頬像を見い出す。そして特に差し当りく精神＞menSのうちに見い出される類像を彼はく神  

似像＞土皿gOOeiと呼ぶ。（5）即自anS土Cbとし七の椅毎が認識nO七iもiaを発軋で対  
●● Sichとなり．この両者を愛a皿Orが結合してここに即且対自anund．fur  

即ちく精神・自己認識・自己愛＞という三一性trlnltasが見い  S主Chの精神が現出する。   

出される。精神とその自己認識・自己愛との関係は、基体Sut）iectu皿と偶有aCCid．enti  

との関係でもなく、全休と部分との関係でもなく、三つの実体の混合による一つの実休の存立と  

いうのでもない。これら三股は瀾係という観点から区別さ拙策倦的に－なるものである。、 蔓る）   

むかしこのような桔禅の≡一性は抽象的原理論で参る。（7）蔑みの椅神は具体的なはたらきをな  
している。それ故我々は＜精神・自己認識・自己愛＞を＜記憶・認識・意志＞という三一性に換  

言する。何故精神が記憶に、愛が意志に換言され得るのか。先づ精神が記憶に換言され得るアウ  

グステイヌス的根拠を見よう。アウグステイヌスは早くから記憶に裁て関心を寄せ、回心（58  

占年）翌年¢げ魂の大きさに裁て」（8〉に於ては、魂an土皿の力の無量隆を明らか亀£するため基£  
記憶の問題に言及じ、次で「音楽論」に於てはnumOrほS（リズムり、－モニ00戸数）．の種類  

とその序列を論じる第六巻で、感覚的なリズムの他に確実で不変のnu皿eruS例えば詩作術や  

数学で言うnu皿er㍑Sも魂（但しこの場合m弧S∋或む、は記憶のう醍あると♭、う¢桝更に親  
友ネブリディクスへの589年の返信に於てもはぼ「音楽論」と同様の記憶論を述べている。し  

かし「告白」第十巻に於てその記憶論は独自性と詳細さとに於て飛薩的な展開を見せている烏・モ  

こで披は可感的・物休的なものから得たその似像及びこの再生像であるphantas皿aそして学  

－  これらの記憶の他に、魂としての自己の記憶と神の記憶を論じている。アクグステイヌスは  

記憶を世界と自己と神と一凡そ存在するもののすべてが何らかの形でそこに見い出されるく場  

として把握すろ。「告白」‾第十巻は極めて注意深く順序立てて述べられている。先づ感覚を通じ  

ての似像の記憶、次にそれらを判断する学の諸規則の記憶、そしてその判断に於てなした魂自身  

の行為の記憶即ち自己自身の記憶に裁で述べるという順序になって転篭る尊顔鴫自分の行為に於て自  

分は如何なる感情をもったか。それは知標nOてitiaとして記憶のうちにある。又忘却そのもの  

も記憶は保っている。魯1）記憶を記憶する場合には匂記憶そのものがそれ自体によっで記憶それ  
身に現在する。拍ここで言う記憶は囁感覚鳩像∴判断。行為。感情伽要するに体験会体の  
観的記憶のことである。そしてこのような記憶の観点が「三位一体論」にも受け継がれたものと  

してそれを我々は＜椅神＞と換言する。毎朝愛が何故に意志に換言されるか塁こ裁ては、次章に両  
三一箆の臨係を詳論する際に明らかにされるだろう¢   

かくて即自としての記憶が全体として完全に外化して認識を生み対自となり．自己記憶と自己  

認讃とを自己愛が結合してここに即且対自の絡神の三工的構造が現出する¢か塵自己記憶。自己  
認識・自己意志の三肢は、一つの生、一つの構神．一つの実休である限りに於て－である。これ  

に対しそれらが相互に関係づけられる限りに於て三である。この三⊥健の三肢に関しては＜すべ  

てがすべてのうちにある＞と言われるさ即ち私は記憶【・認蕗・意志を全体として同時に記憶し、  
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ずること・意志すること・記憶することを全体として同時に認識し、意志し記憶し認識する  

を全体として同時に意志する。それ放これら三股は時間上執れが先とも言われないような板  

なものであるら人はこの世に存在しほじめて以来同時に自己言己憶・自己認識・自己意志をも  

じめたのである。たとえ我々が明輝土はそれらを意識t篭かったにしても。わ頚このような自  
体的記憶・認識・意志に於て、我々はその都度自己の同一性エden℃土ta．tを直観的に確  

てきた○自己の生の日々の雑多な多様性の根俄に、それを根本的に担う全体的・持続的・同  

なものがある。  

ろで以上の三一性は精神の直観的自己認識に関するをのである。しかし人間のく魂＞と言  

生斜ま、決して確実で誤りなき直観的自己認識によってのみ生きているのではない。人間  

はつねに肉体と結びついている。精神ほ比量的判断・想像・感覚の諸能力とつねに結びつい  

たらいている○ このような人間の魂のうちには、神の似像とは言われないがしかし神の似像  

照とでも言わるぺき他の類像が見られる。卓越如何なるものか。先づ前述の記憶論で可感的イ  
◎プアyタスマの他に学或し、は永遠不変め概念ra七土OneSの記憶もあると言われた。然る  

三舷一体論」に依れば、この永遠不変の概念は我々のうちにあるというより寧ろ我々（の精  

超えていると言われる。紳而もそうで緋ながら我々ぼ何らかの仕方でそれによって物体  
ものに裁て判断するのである。このようなra℃まOneSの内在と超越は如何なる関係にある  

滝∴沃々は精神の全体的直観的自己認識の構造性格と反省的・形相的認識のそれとを明確に区  

鉦恕ければな払な万滝前者に於ては、認識の主体も対象も同一のもの即ち自己であるら自己が  

超越したりすることほあり得ない。ところが後者に於ては成程認識主体は精神であるが、  

されるもの及び判断がそれに基づいてなされるところのratlonesと精神とは別のもので  

。別のものである限りに於て精神は判断の際自己から出て自己を判断の対象へ向け同時に判  

根拠へ向けねはならない。精神のこの両者へのこの超越に於て判断が成り立つ。而も判断は  

ぬ我々のもとで（apud nos）なされる。こうして我々は精神或いは魂の自己超越に〝於て  

イマゴ¢プアyタスマを自己のうちに取り込み、それに鹿て判断するra七土OneSを我々  

ちに現象させる。即ち魂の自己超越以前に於ては我々を超えて隠れていたrat土OneSが我  

うもへ明るみへ出される一謂わば内なる内から、そこに現て即白にあらたものが対自に置  

される。わ軌魂はこういうものの現象する場でもある。「三位一体副で精神を超えている                                                                                                            喝  
SuPra mente皿humana皿）と言われたraticne∈‖ま、このrationesの我々の  

への生起現象に於てそれを成立せしめる＜厳拠＞である現象してきた即ち記憶の野に現われ  

きたra七iones＜概念＞或いは学はそこから消失し得る¢しかじ根拠としてのra℃まOmOS  

ものは椅神を超えて不変に止まる。こう〉して我々は神の似像の反照とでも言むるぺき、窺像を判  

うちに見い出す。即ち魂のうちに現象しそこに刻まれた概念の記憶を即昏とb旬そ艶を謂ぉば  

親＞とする＜子＞と♭て外化し対自化する学的規則邑isc皇pl土na、両者を結合ずる意志，こ  

ら三者によって成る或る種の三一性を見い出す。しかしこの場合の三一性に見られる即且対自  

構造に於ては、小精神の直観的自己認識の場合と違い、対白ば和白の完全な外化とは言あれずど  
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P自のままのものが残される。何故なら判断者の目は一度にすべてのものを判断する  

ず喝つねに比盈的でなければならず囁こう魁篭絡閣約窺産恕愛書蒙ぬを濱な鎧ぬか鎧漕ある  

呂として外化したいたむ、ご二つ、∴こ一丁÷：∴ ‡1一 ニー ミ：，・．一二主へこ．、十・  

Å閤の魂のこの比量的判断は物体約¢覇感斡なもの墨芸故憲な凄艶る鈍軍感約蓼勧喜£  

で止た■：一l∴軍点車∫華ニ・こもテこ、王∴∴二三∴‥ 二・  ●        三．、、・1：  

て取り込ま  して判断へと引き記られ亮．；こて二三C恩洩；まイマゴを再生する  

こコ：たらきご：一－こ－－二こ・に∴．ユー．・二●一言左ヱ㌢・1・・、1‾丁二・・；．－ ＿ ニ・．－   ．  ．．√・｝・  

iうー杢ごミー、＼・一こ．一 ニ ー．∴・■．・J、、∴、－：、・、．      ．、ご‥・．－  

判断能力と褒詞鋳ではないとも1）うことが指摘さ  

能力の受動作用の浸透を受けている¢ こ¢洩り  

に於て想像能  動的なものに止まる能力でしかないだろう㊥ しかしふ竃  

のではなく。高時に上位の能力即ち単庸髄力¢二・浅利吏空運を受け・こい  

三．云′・‾－ご．ハ．手．亘∴ミニニイデニミ ‥一車t、、．：・ ご・  ．・．「＿．  

有な性格  至る。アタグステイヌスは前述の判断の行われる＜壌＞を適看には皿enSと  

ミ三、・ミ∴ごニ1、ニノ，∴、二ご、．、－ミ滞ミ己∴＼ご∴＝∴・：′∴．二  ∴．、こ ∴．∴‾∴‥ ・二．∴：・ミ÷三  

・■ ∴ミー’克二・・・・ふ‾三・－、人・ざさ・エ上・、－－’・、＿ ‾、・ －．：．  ・ ．こ∴・、、、．J・．【  る。  

：－‡・ぎ＼・エニ＼ －．一 －．■、・  、iニ1－、    －   ‾      、  

、・－こ・■こ、 － ‥＿・、・    、 ・一＿・㍉、、：・・．1‥  れ  ．：・．  

己ミ∴・＿こ∴∴．∴∴・∵＿．、、．．、、‥∴∴・∴．．“三■‥－．．，、、・・．  

、「二く主ニニ、・⊥言－ご・・Gミ∴ご・．‾・J，■二 ∫ ‾ 予∴ こ・－ごこ‥・＿．さ ●．：一・－．－こ；こ．＿、．．、ご．：  

のような人間特有の性格をもつ想像に於て我々は或る穎蔑を見い出すこと孟ミできる。  

ち感覚を通じて取り込まれたイマ  えら九ている記漣を軸自として、それを詞わばく窺＞  

‾．∵‡く∴一・二＿■ご・し．一ご三・∴・、こ・ざこ∴こさ：∴．トご∴ ニー＿． ．・・・■・・・ご姜 ござ－．、．∴、  

∴・ご二 ＿∴∴二         ；・．ン．、、－∴J  

く想像する＞というはたらきは成立している。これら三故は麗蓮一つの魂に濁す萎ものとして  

、、、志ごこ■ミリま二1∴、．り・、」●∴こ・バーニー ∴．∴・、、．・，  ＿ ∴、、．・．ニ∴ ∴、．  

ニごし一三読こノ＿ニニ・ミニ．ニミ 士ニ．1こニュご‥ ‥、‾、‥ ＿、、   ＿、∴・、己二 ．、．一－＝‥、  

らないから、即自はどこまでも武H∃茫ままのものを式し完全な自己舛化の憂で対畠的に  

、モるここ∫ま：∴，：こ、丁ここニー，ニ．－i㌧∵Jし．ナ、・ニこし．・、… 、√、、． ∴＿．・∵．＿・・士ご＿三．．・t・  

ということは言われず、その三一色は何らかの頚傍ではあるにしても神の似像ではない。   

人間の想像能力は上記のように判断能力の能動規制浸透を受け独自の作用性格をもつ。しか  

逆に曹想像能力である限り判断へイマゴを媒介する幾路をもつものと‰てどこ愛でも叉感覚の  

動作用の浸透を鄭サている。この感覚は内宮とも呼ば艶犠物体的鵡軍感的事物との謂わば接点な  

なすものであり、肉体をもったものに固有のものと考えられるであるう。既に義郎ま動物のか  

だから我々のからだな区別して肉体と呼ぷ。この動物のものから区別された肉体に属する感覚も  
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物の感覚とは何らかの意味で異るものであろう。人間に於ては、＜魂＞の諸能力の最下位に  

ゝれる感覚のはたらきの場合ですら，これは魂の他の上位の諸能力から完全に独立にはほたら  

いるのではないと考えられる。丁度想像作用の場合に、上からの判断能力の能動規制作用と  

ゝらの感覚能力の受動作用とが同時に協働したように．感覚作用の場合にも、何らかの仕方で  

能力従って判断能力の能動規制作用と可感的事物による触発・受動作用とが同時に協働する  

と考えられる。このような解釈によってアタグステイヌスの思想のうちこつの問題に照明を  

得ると思われる。即ち個々の感覚能力を統一する能力としての共通感覚の思想或いは感覚の  

的判断能力という思想と、魂による魂のうちへのイマゴの産出という思想とに根拠を与えう  

思われる。アクダスティヌスは先の「音楽論」でほぼ次のようなことを言っている。成捏記  

うちにイマゴが貯えられるためには可感的なものによって感覚が受動作用を受けるのでなけ  

らない。しかし魂は肉体より優れたものであるから、魂が肉体から何かを受け取るのでは  

肉宮の観発鞋於宅よ牲注意深く働くのである。雛－これは正に我々の言う物体による  
の触発及び上位の能力による能動作用の協働に於ける＜魂のうちへのイマゴの産出＞という  

ゝら解釈され得るものである。こういう固有の働きのなされる＜場＞として人間の感覚は把  

れよう。こうして我々は感覚に於ける或る種の三一的類像を見い出す。即ち感覚のうちのイ  

ぉ それを調わば親とする子として対自化し外化するまなぎし鴨両者を給金する意志或いは  

1n七entlo、これら三者によって成る三－－性である。普通にく感覚する＞という働きは、  

覧㌔う構造尋こ於て成り立っている。勿論この三一怯も似像の弱い反照に過ぎず神の似像とは言  

ない¢  

我々は叉どこまでもÅ間の能力の範囲を逸脱する世界の存在囁即も神によっで創られそれ  

榛で存立する物体的事物の世界の存在を認めなし、訳書こはいかなし、のであって旬 この世界自体は  

身の能力轟こよっ霊産出されるものではない。そしてこのような存在笹よっで感覚は何らかの紋  

触発受動作用を受けるのであり喩 この時我々ほ物体的事物勘まなぎし匂志向の三者毒こよる三  

類像を郎咄す。鋤動物もこのような物体的世界のうちに存するもので糾我々と同ぶく  

体笹よる受動作用を受けでいるであろう。その限り叉動物の感覚の場合にもこのような三∵隆  

b咄されるかもしれなも、。しかし動物の場合には感覚能力或いは或る穫の想像能力しかない  

ると旬畿々の感覚の場合のように＜魂による魂のうちへのイマゴの産出＞というような事態  

られないの七はな 

〔2〕  

々は以上に於葦神のうちへの発出即ち三位一体なる禅の現出と囁 このような神の外への発出  

創造とを論じ、この創造になる被造物のうちでも特に人間が神のイマゴとし誓創られたこと亀  

てそのイマゴの所在は差し当り皿OnSであり≠このイマゴの謂わば反照としでÅ閲の＜魂＞  

われるものの諸能力の様々の三一的頬像が見い出されることを論じた。  

々ほ今度ほ逆に我々の側に最も身近かなもの即も物体的なもの或も可まをれと接点をなす肉宮  

点一前章の最後に述べられた嶺点から出発しよう。アタグス貴けヌスの所謂＜内面への遺＞  

－33－   



頚と呼ばれる道を己るのヶである。これによっで蚤々ほ神の似像主皿gOかe土塁  

関する新たな視点に到達するであろう○既述のように人間は壌とともに肉体なもって生きてい  

くももの言い語らう人間に於ては純粋に感  ると言われるだ   

えられないのではなかろうか。このような謂わは下からの受動作用と上から  

とが渾然率勝算ち発毛協働むて鶴 ここに我々がく魂＞と呼ぶものの全体的換能力；果さ  

の受動的側面が端的に表面  

能動的側面が端的に露顕しており  に現われているの   

の両側面が同時に端的に協轟の登を  われている。  

とそれの向う対象  形象的・比量的能  

その能力もまた多様性のうちへ移り出て  

々の即且対自的三一世が生起するが，魂が  

に応じてその三一性も多様に変化護憲しな  

出に於て  

の雉多な多様  

ないく精神・認  様性のうちへ   うな魂の謂わば棍砥  

讃巨愛＞即ちく記憶単記蔑や意志＞とも篭う薦禅の庭観約全体的自己認護の邸農対自的三本性虚言あ  

るのである¢この蓋や後に放で揉重雄と対象とが金く同鵬であり喝魂或態嘱椅神捻自己造出すべ  

ぺてのうちにあ  

係は如何なるも  

象がこ穫あるの  

あり．＜記憶・認為・l意志＞という三一性は＜精神＞の具休的な  
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きの側面から見られたものであり、その限りに於てこの両三†性は異るものと言わねばな  

別々の神の似像があると言われるであ  だろう。しかしそれだからといってどう  

美的なはたらきに即して述べ  ゝ。アタグステイヌスは原理論として述べら  

あり全く同一の神の似像に裁て論じたのである。その際何故に＜精神＞の代りに他の能力  

なく特に＜記憶＞が措かれ得たのか、そのアワグステイヌス的根拠は前章に述べた通りで  

ここで我々は両三一性の関係に裁ての我々の視点の正当性を更に検討しなけれはならない。  

三一位が夫々述べられる「三位一体論」第九巻・第十巻に限定して両者の関係を見るので  

く、「三位⊥体論」全体に於けるそれらの位地、特にこれらに続く十五巻迄の内容を考慮し  

こ誤った解釈に陥ったよ  なければならない。或る論者はこのよう  

は再び第十四巻に於  る。扱、第十巻に述べられる＜記憶・認識・意志＞とし  

じられる。そこで彼はこの三一鰹を精神の畠姦品旨己の＜記憶欄護逐＞紳と呼んでb、  
●●●  

十巻の三一性はこのような三一也であったのである。自然的とは、意識されようがされま  

人間が人間として存在する限り如何にしても失うことのできない－「人間存在そのものを   

＿＿＿．‥、て、、‥い＿．＿、＿‥ ＿亡， ＿．＿  ■＿． ＿． ・道上‥ ＿．‥て，－‥、、．一＿．、．。－  から成立せしめる規定として具わっているということである。r「そして披がここで＜意志＞  

＞a皿Orと言い換えていることに注意しなければならない。意志はつねにその向うぺき対■  

たねぽならず綱を艶を求めで払、る限りに於で欲求a壷p純i℃伐Sと言われ／それを得てむ、  
り姦霊於ぞ愛と言われる¢鱒く意志＞とな篭う規定捻現実的経たらきの鵬般的鋭意であげ∴精神  

意志は既登£をの対象（自己）をつねに得て覧ちるのであるから＜愛＞と言われる。＜構神＞  

轟こく記憶＞が措かれ得るということ旬く意志＞が実捲く愛＞a皿Orを含意していたと転、う  

このことから．我々は第九巻及び第十巻の両三一性の関係に就ての上述の観点の正当性を  

ことができるだろう。  

三一位は原理論・具体的作用論の相違はあるが．同一の神の似後に裁て言われたも釘でかj．  

が意識すると否とを問わずその全体的直穎的認識に於て根本的に成り立っているもて）である。  

ろが、繰り返すが、人間は純粋にこのような直観的自己認為に於て生きているのではなく、  

に同時に魂の他の諸能力との協働に於て生きている。さればこそ又通常この直観的自己認識  

されたままである。即ち魂の能力は先づ感覚を可感的事物によって触発されるのでなければ  

こうして取り込まれるイマゴが想像作戸削こ託され．ここに媒介されたものに裁て判断し、  

者は自己の魂をこのイマゴと混同し．これをすら物体的な何ものかであると見撤す誤謬に略  

人間の魂はその捜能を果すために先づ以て物体的なものによって触発されねばならぬとい  

命のためをこや不断に物体的なものへと自己産出せぬばならぬ¢こう♭て人間ぼ次第に自記窓  

陥ってゆく¢＜汝自身を知れ＞と言われるとき喝 この自己忘却からの脱却お埼じら派てむ、  

ある¢アタグステイヌスほ＜外から内へ＞とb、う内省の道によっで自己自身書こ到達ずる◎  

この自己白身が土讃の三⊥的構造に於て存む愴 これは仮令意識されなかったと㍑竃も我々  

のはじめよりして我々の存在の根抵に具わっていたものである。しかしアワダスティヌス  
合．この＜自分白身を知る＞ということは単に梼神の直観的自己認識をもつということに尽  
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間存在の定位の自覚をも含意する。即ち自己が下属すぺきもの  

もの（物体的世界）の上に魯規定されることを欲するという意  

きるのではなく、宇宙に  

（神）の下に．自  

ほ自己な物体的なものと庶』、込み自己忘却塁こ梅る傾向低をもつ。こ  志競走も含意憾揚  

神を忘れるならばより以上の自己忘却に陥るだろう。従  のような自己忘  

って＜記憶・、認  

今言った宇苗に  

いう梼神の自己白身の三一睦が神の似像と言われ得るのは．それが  

雛  間存在の定位の自覚に於て成り立つ可能性をもつものだからである。   

しかし又もし清神が神を愛する可能性をもったまま現実に神を愛するのでなけれは決してその三  

体なる神の似像とは言われないだろう。従って真に神の似像と言われる  一性すら真実に   

三一性はく記憶・認識・愛＞に於て見い出される。但しここで言うく愛＞は固有にはd土1ect土0  

は＜愛＞を表わすものとして先程のamOrの他にこのdilect土  のことである。  

そしてCbar   葉を使う。amOrは広義の概念で、物体的なものに関するく愛＞．  

自己＜愛＞、神の＜愛＞、これらの執れにも使う。しかし固有には、物体的なものへの愛、そして  

その限りでの愛及び単なる自己愛を彼隕叩感吟塁御組呼び、碑の愛を温まユ◎e℃io或いは  

Charitasと呼  九巻・第十巻に述べられる三一性のく愛＞a皿Orはどこまでも自己  

愛に止まるもの．しかし又どこまでも神の愛の可能性をもったものとして考えられる。そして現  

実に神を愛優るときさ乙＜記憶鬱認諭。愛∈鮎ユ◎eもま0）＞と』、う静の戯像たる三∵隆が見い蘭  

されるのでぁる¢深安ダス繋イヌ浣惑を第☆四巻に於て棉神の三∵健轟こ開㍍て＜m◎mOでi乳曾  

irl七e二⊥‾Lgう汀！ニ土a，√Tl・山ニーし息〇，S土Ve 三－・m（ニ∫・，て沌1・ニラゴニ・．8く∴」こミ．＿・亡■J・・＿く′ミニ：∴・  

るとき．肇以上のよう  ているであろう。＜ぬⅤ◎＞，くVel＞は単なる言い  

換えでは   能対象は物体的なもの、自己、神である。その可能対  

象をもも得るものとbで意志は叉愛（a皿Or）とも言われよう。しかし既書こ神な現実に愛しはじ  

tioと  しるのである。神の愛の可能性をもったものとし  

ntas，Sivきa皿Or＞という三一位も神の似  てくme  

この神の愛はどこまでも可能性でありその意味で即自的であり全体とし  

てこの三ホ幾は卵白的怒ある。アタグステイ潔スカ言nOSSeの段階での意詭に於さナる棉神の三鵬  

即自的なものが考えられており、そしてその愛の対象は専ら自己であ  

り．COg  ¢の段豚攫感意識に卿祭る三咄髄を論じるときくmemO雷皇ainも⑳11igon七ま  

対自的・自覚的なあのが考えられており勒その愛の対象は専ら禅で、  

白的＞射まや既毒こ事竃に於ける自己の定位を自覚する意識一物体的な  

生きる意識のことである。そしでこの限りで即ち神のため  下に自己を   

に物体的な  な変するならばそれは決むてCほ串良iもasとは言われない。自覚的椅  

存在するもののうちで捨てるぺき何ものもない。従って自覚的意識に於てほ  

Å間は肉体なもゃたま慈の金的人間として神の似像と言われうるのである。我々は前章に神の似  

当りく猪神＞皿enSとして論じた。しかし今や物体的世界に関わる魂の藷能力ー  

切を内乱たままの即ち肉体をもったままの人間が神の似像と言われるだろう。縛  
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かしこの＜対竃＞もまだ完全なものとは言われないだろう。何故なら、この定位の自覚のう  

こは叉人間は「我は在りて在るもの」と言う無制約的創造者によって創られたものであること．  

それ故に制約された存在e880しかもたず、存在そのものである神とは存在上の無限の距離  

こと、このような自覚が含意され、従ってこの自覚は、不断に神への自己超出を続け自己  

遺してゆく  ダイナミックな運動に於て深められてゆかねはならぬからである。実際、この自  
●●●● ●●●●●●●  

三一性に於てもまだ神は完全には（トマス的に言えば本質によっては）記憶されておらず、  

て完全には記譜外化されていず、完全には愛されていない。即ち神が記憶し認識し愛するが  

には記憶し認治し愛してはいない。それ放この世に在る限り人間は、自己の自己たる所以－  

のイマゴたる所以を全的に対自化することはできない。かくて人間は不断の自己超出に於て  

欄自欄且対自の謂わば円還的自己創造に於て紀を展開しなければならな♭、。錮我利ま  
運動の総体を＜歴史＞と呼びうるだろう。そしてこの運動の終局に於て完全に即且対自の、  

こそ正に神のイマゴと言われる三∵性＜皿OmOr土aコ〕0土，土n七ell土gon七ia Oぬ，  

温ま1¢e七io O由＞印加既に宇笛のはじめから神のうちにあり愴それから  Or SlVe  

人間が神のイマゴとして創ら光、それによって我々がイマゴとして保持せられ．それを我々  

めそれを日持ちて生きていたもの附そういう（イデアとしての）イマゴに還帰するだろう◎  

〔 

／ ）駁沌1io七boqほe AはguSもin土ennelる，の補注甚よれば，アクダスティヌスを「  

千体論」執筆へと駆り立てた動因は「告白」廃十三巻から看取しうるとし、う。彼ほそこで三  

とその似像としての人間精神を論じており、これが又「三位一体論」全巻の素材でもある。  

特にその第十三巻と「三位一体論」との重要な関連を認める。「告白」が遅く  

401年には．完成し、599年夏に「三位一体論」が始められたという年代的連続性だけで  

7クグステイヌスは確かに「告白」第十三巻で三位一体とその似像としての精神とを創造  

還帰論の両側面から論じており．これが又「三位一体論」のテーマでもあるからである。特  

の際注意すべきことは、彼が＜神の似像＞の所在を＜精神＞menSとしながら、これを＜  
●●●  

意の他に．と言うよ0その意味と同時にパウロの屡々使うく霊的精神＞の意に使  

ことである。我々は神の似像の所在としての人間のmenSを＜理性的精神＞であ  

同時にく霊＞として把握せねばならない。このことは「三位一休論」第八 常十五  

理解にとって見逃し得ぬ視点であるばかりでなく、彼の全休系の理解に不可欠の視点でもあ  

我々は一応席序として〔1〕にく理性的精神＞の意でのmenSを．〔2〕にこの意をも包摂  

味での＜霊的精神＞を論じる。  

n∋ Trin．Ⅴ．15．14．  

5）○⑳ でrin．Ⅴ，5，d～7，＄  

］例むばEpi－E：tC）la2，5く6SSe，SP8〇ies，manentia＞，Confes8iorlEi6  

…，2，11くe3日e，nGSSe，Vel．ユe＞などひ  
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子は卸言葉Vert）l⊥mとも  言われる。この  

＜完全な似像＞によっ  創造されその限り夜道物  

てある。精神は＜不完全な   像＞のうちでも最上位のものであり  

不完全な似像＞と言われよう。物体的披造物  

よって触発されそのイマゴを取り込むときこの  

ことが可能であるのは魂も物体的被造  の類像に創られているということに根拠があ  

るだろう○従って存在根拠とともに認識の根拠も神の創造にあるだろう。アタグステイヌスが＜  



の配置による精神と可知的事物の対応＞による認識と言うとき（OeTr土n．xll，15，  

．このような事態が考えられているであろう。ここから又＜創造者の配置による感覚と可感  

の対応＞による認洩ということも言われうるだろう。  

Confess土OneS，Ⅹ111，11，12．  

St・でbomas；Oever土tate，qlo・a・5；M・SchmalユS； 

●● 血010g土sebeアrin土tatslebre de竿hl・血gustinu眉，S・252；乱  

n；1n℃ro鮎1Ct土On左1′昌tude ae sa土ntA噛uS七in．．ア295．  

Oe でrin．xlv，14，19，nOn tamen 土n his 七an七土S  S  

errOri3malis amittere Pc七uit  
1ect叫et a皿Orem Sは土．  

℃id．xlv，4，d及び前注参照  

恨＆ Ⅹ，10，15．  

◎ T‡－まnlx，7，15．  

まもid xlv，12，10，  

〔哲学（西暫史）博士課程二回生〕   
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